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 要 旨   
緒言： いくつかの抗けいれん薬はアルコール離脱の徴候や症状を改善するが、しかし、

予期しない有害作用によって苦しめられる。使用されている抗けいれん薬のいくつかの利

点のなかで重要なのは、精神運動性の欠損、認知機能障害、中毒性などの増加をもたらす

アルコールとの相互作用がないことである。この研究の目的は、アルコール離脱症状の治

療におけるガバペンチンとロラゼパムの効果について二重盲検臨床試験で評価することで

ある。 
方法：アルコール離脱症状治療の外来患者で Clinical Institute Withdrawal Assessment 
for Alcohol-Revised（CIWA-Ar）の程度が 10 以上の 100 名に、2 用量のガバペンチン（900 
mg から開始して 600 mg に減量する群； 1200 mg から 800 mg に減量する群）あるいは

ロラゼパム（6 mg から 4 mg に減量）を無作為割付二重盲検法によって 4 日間処置した。

アルコール離脱症状の程度は、薬物処置の 1－4 日間と処置後の 5、7、12 日の時点で

CIWA-Ar によって評価した。アルコールの使用については、口頭の報告と呼気のアルコー

ルレベルで評価した。 
結果：CIWA-Ar の値は全ての処置群で低下した。高用量のガバペンチンは統計的はロラゼ

パムより優っていたが（p=0.009）、臨床的にはロラゼパムと同等の効果であった。ロラゼ

パム処置患者では、薬物用量を低下した 2 日目（day 2）と処置後 2 日目（day 6）で、ガ

バペンチン処置患者と比較して、飲酒の（統計的な）可能性で高い確率であった。薬物処

置後の追跡評価で、ガバペンチン処置患者では、ロラゼパム（p=0.55）と比べて、飲酒可

能性確率が低かった（用量 900 mg で p=0.2；1200 mg で p=0.3）。また、ガバペンチン処

置群はロラゼパム群と比べてアルコールで生じる欲求や不安、鎮静の程度が低かった。 
結論： ガバペンチンは高用量（1200 mg）を処置されたグループで、耐容性があり、アル

コール離脱症状を効果的に減少した。ガバペンチンは、ロラゼパムに比べて、アルコール

離脱期間と離脱後早期での飲酒可能性を低下させた。ガバペンチンはアルコール離脱症状

の治療に効果的である。 

 




